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本
町
の
人
口
は
4
万
１
０
０

０
人
を
超
え
、
今
後
も
増
加
傾

向
に
あ
る
。
町
民
の
生
命
・
身

体
及
び
財
産
を
守
る
責
務
を
全

う
す
る
た
め
、
消
防
力
の
充
実

強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。 

消
防
職
員
の
充
足
率
を
平

均
年
齢
、
人
材
育
成
の
研
修

は
。

　

消
防
長　

充
足
率
54
・

４
％
、
平
均
年
令
35
・
４
歳
。

新
規
職
員
は
、
県
の
消
防
学

校
で
半
年
、
救
急
業
務
の
研

修
を
2
カ
月
受
け
て
一
人
前

と
な
る
。

 

救
急
自
動
車
の
同
時
出
動

も
あ
る
。
4
台
体
制
を
。

 

現
状
の
３
台
で
は
、
足
り

な
い
ケ
ー
ス
も
出
て
く
る
。

後
の
ち
4
台
体
制
も
必
要
と

考
え
る
。

 

消
防
本
部
に
女
性
職
員
の

配
置
を
。

 

意
識
改
革
し
な
が
ら
、
受

け
入
れ
の
体
制
を
考
え
る
。

 

消
防
団
応
援
事
業
の
対
象

を
女
性
消
防
ク
ラ
ブ
員
に
拡

大
を
。

 

現
在
21
店
舗
の
登
録
が
あ

り
、
前
向
き
に
考
え
る
。

 

女
性
消
防
団
の
結
成
は
。

 

女
性
消
防
ク
ラ
ブ
の
方
向

性
を
検
討
し
、
女
性
消
防
団

に
な
り
う
る
か
考
え
る
。

 

広
場
に
屋
外
ト
イ
レ
の
設

置
を
。

 

消
防
本
部
内
の
ト
イ
レ
利

用
の
た
め
、
看
板
の
設
置
を

検
討
す
る
。

　

不
育
症
は
、
2
回
以
上
連
続

し
て
流
産
、
死
産
な
ど
を
繰
り

返
し
出
産
ま
で
に
至
ら
な
い
場

合
を
い
う
。
適
切
な
検
査
・
治

療
を
す
れ
ば
8
割
は
出
産
で
き

る
こ
と
か
ら
以
下
を
問
う
。

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、

相
談
窓
口
の
紹
介
を
。

　

健
康
福
祉
部
長　

厚
生

労
働
省
の
不
育
症
研
究
班
や

県
が
委
託
し
て
い
る
相
談
セ

ン
タ
ー
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
外
部
リ
ン
ク
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

 

助
成
し
て
い
る
県
内
の
現

況
と
内
容
は
。

 

東
郷
町
、
東
海
市
、
小
牧

市
、
瀬
戸
市
が
実
施
。
主
な

内
容
は
、
治
療
1
年
度
に
つ

き
15
万
円
で
、
所
得
制
限
を

設
け
て
い
る
市
も
あ
る
。

 

一
般
不
妊
治
療
費
の
助
成

件
数
は
。

 

平
成
28
年
度
は
60
件
、

２
１
７
万
円
で
年
々
増
加
傾

向
。

 

高
額
の
検
査
・
治
療
代
が

か
か
る
。
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
不
育
症
治
療
費

の
助
成
制
度
導
入
を
。

 

近
隣
の
状
況
も
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
す
る
。

　

 

町
長　

子
育
て
支
援
の
た

め
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
い

く
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一 般 質 問

消
防
本
部
に
女
性
職
員
の
配
置
を

意
識
改
革
し
な
が
ら
体
制
を
考
え
る

問

答

問 不育症治療の
助成制度導入を

子育て支援のため
に努力答

総務省消防庁HPから
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私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
て

い
る
道
路
の
整
備
促
進
策
の
現

状
と
今
後
を
問
う
。

 

生
活
道
路
の
定
義
は
。

　

建
設
部
長　

日
常
生
活

で
地
域
内
で
の
移
動
、
住
宅

街
か
ら
商
店
街
、
近
く
の
主

要
道
路
に
出
る
ま
で
利
用
す

る
道
路
。

 

町
道
認
定
さ
れ
て
な
い
法

定
外
道
路
の
管
理
は
。

 

生
活
道
路
と
し
て
の
位
置

づ
け
で
現
場
を
整
備
し
、
生

活
道
路
整
備
費
で
管
理
。

 

生
活
道
路
整
備
工
事
費
の

推
移
は
。

 

平
成
26
年
度
６
９
０
０
万

円
、
27
年
度
５
９
０
０
万
円
、

28
年
度
９
８
０
０
万
円
、
29

年
度
８
６
０
０
万
円
。

 

今
後
、
整
備
が
必
要
な
箇

所
数
と
費
用
は
。

 

１
５
１
カ
所
、
約
２
憶

１
０
０
０
万
円
。

 

公
費
で
分
筆
し
、
整
備
す

る
道
路
は
。

 

道
路
新
設
や
拡
幅
改
良
す

る
場
合
。

 

自
己
負
担
で
分
筆
し
、
町

に
寄
附
す
れ
ば
、
10
万
円
の

補
助
金
が
出
て
、
町
が
舗
装

す
る
制
度
は
あ
る
。

　
　

し
か
し
、
14
年
間
で
35
件

の
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
際
、
道
路
後
退
用
地

の
分
筆
を
町
が
公
費
で
お
こ

な
う
制
度
を
構
築
す
る
考
え

は
。

　

町
長　

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

の
用
地
、
測
量
に
対
す
る
補

助
制
度
を
見
直
す
こ
と
も
必

要
で
あ
り
、
再
検
討
し
て
い

く
。

 　

本
町
は
、
町
民
の
多
大
な
努

力
に
よ
り
燃
え
る
ご
み
の
減
量

化
で
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

い
る
が
、
町
自
体
の
減
量
対
策

を
問
う
。

 

坂
崎
で
お
こ
な
っ
て
い
る

剪
定
枝
の
処
理
状
況
は
。

　

環
境
経
済
部
長　

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
チ
ッ
プ
化
処
理
し
て
い
る
。

　
　

平
成
28
年
度
は
３
７
６
ｔ

で
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
０
７
５
台

分
。
３
８
８
万
６
０
０
０
円

の
収
入
で
、
消
耗
品
や
機
械

修
繕
の
92
万
と
人
件
費
を
差

し
引
き
余
剰
金
が
収
益
。

 

剪
定
枝
な
ど
を
野
外
で
燃

や
す
こ
と
の
問
題
点
は
。

 

他
人
へ
の
迷
惑
行
為
と
な

り
原
則
禁
止
。

 

燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
る
草
木
類
の
量
は
。

 

平
成
28
年
度
は
２
０
６
ｔ
。

 

里
区
に
お
け
る
生
ご
み
の

処
理
方
法
は
合
理
的
で
あ
る

が
、
他
地
区
で
の
活
動
事
例

と
や
め
た
理
由
は
。

 

坂
崎
・
六
栗
区
な
ど
で
お

こ
な
っ
て
い
た
が
、
設
備
の

管
理
・
活
動
に
要
す
る
経
費
・

労
力
な
ど
の
問
題
。

 

草
木
類
、
食
物
残
渣
な
ど

の
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
施

設
の
建
設
を
。

 

年
間
５
４
７
９
ｔ
の
可
燃

ご
み
の
半
数
を
厨
芥
類
が
占

め
て
お
り
、
今
後
の
研
究
課

題
と
し
た
い
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
／
12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

道路後退用地の分筆を公費で問

補助制度見直し再検討する答

一 般 質 問

問 生ごみ堆肥化施設
の建設を

今後の研究課題と
したい答

未整備の道路後退用地と
整備済の道路


